
【活動内容】
９月１０日の開催に向け、学生スタ

ッフの活動は６月から始まりました。
また、８月末には追加募集のスタッフ
も加わり、総勢３２名で事前準備を行
いました。
その間、対面ミーティングは７回、

オンラインミーティングは２０回以上
行い、参加者の方々に最大限楽しんで
いただけるCHAmmiTを実現するため努
力しました。
ミーティングで主に取り組んだのは、

本番を想定した５～６人規模のグルー
プでの司会進行練習です。
多くのスタッフは初参加でしたが、

練習を重ねる中で参加者の話を引き出
すコツを掴み、当日を迎えることがで
きました。

【テーマ】
「あなたにとって大学とは何ですか？

～日大教育の未来を語ろう～」

今年度は、コロナ禍が明け、４年ぶりに完
全対面での開催となりました。
参加者の方に対面でのコミュニケーション

を楽しんでほしいという思いから、CHAmmiT
のテーマは、意見が出しやすいと好評だった
「あなたにとって大学とは何ですか？」を昨
年度に引き続き採用しました。
また、教学について話し合うという

CHAmmiTの原点に返り、副題として「日大教
育の未来を語ろう」を採用しました。
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セッション１では、学部混合で「大学で
学ぶ目的」を議論しました。
私たちは、何を目的に大学で学ぼうと思
ったのでしょうか？考えることは十人十
色です。このセッションでは、他学部の
学生や教職員との交流で、大学で学ぶ目
的を再確認することができました。

セッション１
大学で、何を、何のためにどのように学びたいと思いますか？

授業環境の良かった点

２

・専門分野以外も多く学べる。
・1年生のうちから多様な実験ができる。
・外部から講師を招いてくれた。
・資格取得のための授業がある。
・レポート課題で文章力がついた。
・グループ学修で友達ができた。
・定期課題等で予定管理が上手くなった。

授業環境の改善点

・他学部との交流の機会が少ない。
・Wi-Fiが教室によっては弱い。
・対面とオンラインの選択。
・就活等で休む学生への対応。
・課外授業がコロナ前と比べて減った。
・成績評価の基準が明確でない。
・外部講師等を招いた授業企画が少ない。

授業環境への要望

・ICT技術の活用。
・グループワーク、ワールドカフェの充実。
・就活による授業欠席の配慮を3年生から
に引き下げ。

・対面とオンラインのハイブリッド授業導
入。

・1年間の取得単位数の制限を解除。
・重複履修の導入。
・Wi-Fi設備の強化。
・OB、OGとの交流の機会を増やす。
・他学部、他学科科目履修システムの充実。



【現実】

・アクティブラーニングが少ない。

・抽選科目や単位上限のため、授業

を受けられないことがある。

・他学部どころか自学部間での交流

の場が少ない。

・ほぼ対面授業で、オンライン・オ

ンデマンド授業を選択できない。

セッション2では、セッション1で改めて考え直した自分自身が大学に

通う目的を、実際の大学生活と比較した上で、「大学全体又は学部の改
善できる問題点は何か」、「私たちの考える理想の授業はどんなもの
か」を同じ学部に所属する学生と教職員間で考えました。その後それぞ
れの意見を付箋に記入し、発表してもらい順位付けを行いました。

セッション２
あなたが大学に望む教育は何ですか?

～あなたの理想は達成できていますか?～

３

【理想】
・学生主体の授業が多い。
・興味のある授業を履修できる。
・様々な人と交流できる場がある。
・オンライン・オンデマンド授業が
充実しており、様々な授業形態を
組み合わせながら単位が取れる。

・授業への不正な出席が起こらない。



【日大教育の未来のビジョン】
・欠席や補講の通知をメール１本に限らず、他の媒体などでも周知することで、確
実に連絡が行き渡るようにする。

・PBL学習といった問題解決型学習の実施。
・日本大学のブランド、ネームバリューをこれ以上下げないという意味で、組織の
刷新、基盤作りをする。

・学内共通の学生交流イベント用ポータルサイトを作る。
・キャリアデザインとして国会や研究所などの施設の見学ツアーや全学部対象の一
斉授業イベントを開催する。
など、多くの意見を集めました。

これらの学部提案書を基に、各学部において学生・教員・職員の三者で協議
し、学修環境の改善を図っていきます！

【理想の学部にするための提案】
・学修機会を増やすため単位上限を増やす。
・学生が交流イベントを開催できるような環境を整える。
・通信教育部で単位修得のために必要な科目修得試験の全国統一開催。
・4年次の履修単位に関して、下限の制限があるのをなくしてほしい。
・同学系の学部との交流授業ということで、アクティブラーニングの促進。
・欠席届を使う際の基準を明示し、公欠を適切に受けられるようにする。
・補講授業になった際にオンデマンド授業を活用し、双方の負担を軽減。
・教室の前方だけでなく、後方にもモニターを設置し、講義を見えやすくする。
など、多くの意見を集めました。

セッション３

あなたにとって、理想の大学とは何ですか？
～学部への提案～

４

セッション3では、昨年の学部提案書に基づく学生への回答書の内容を
振り返った上でセッション2でグルーピングした内容から個々が思い描
く理想の大学を体現するための具体的な提案を行いました。各グループ
において「学部への提案」と「日本大学全体の未来のビジョン」の2点
に分けて提案書作成をしてもらいました。



５

学部提案書①



６

学部提案書②
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学部提案書③



８

学部提案書④
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